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はじめに 

 これからの激動の社会を生き抜く子どもたちには，自ら考え，また，学校内外の多様な人々と

協働しながら主体的に課題を解決し，価値を創造する力が求められています。このような力を育

むためには、我々教師はICTの活用なども図りつつ、探究型・双方向型の「考えさせる授業」へと

転換しています。 

 本校では、これまで大切にしてきた情報教育をさらに進化させて、今後さらなる情報化社会が

到来するにあたり、これからの時代を生きる生徒たちに必要な力とは何かを塾考して教育内容を

つくりました。 

 本書にて、iPadを活用したICT教育の活動について、実践の様子や感想を報告させていただきま

す。情報教育部では、本年度の活動の反省点を踏まえた上で、次年度以降もICT教育の内容を更に

充実させて行きます。保護者の皆様方には、学校やご家庭でのICT活用についてお子様とお話して

いただき、今後に向けてのご意見やご要望をお寄せいただけると幸いです。 



情報リテラシーセミナー 

入学してまもない 1 年生に ICT 教育への正しい認識をもってもらい、情報リテラシーを育成す

るために実施されました。当初は、体育館などを使用し対面で行う予定でしたが、コロナ感染予防

の観点から Zoom を利用し行うこととなりました。正しい iPad の使い方を 2 年生がプレゼンして

いる様子を Zoom を通して 1 年生が視聴していました。プレゼン後は 1 年生の質問を 2 年生が答

えてくれる場面があり、当日学校に来られない生徒が自宅からプレゼンするなど、1 年生にとって

は貴重な経験になったのではないでしょうか。

入学式での活用 

コロナ感染症がおさまることはなく、今年の入学式も生徒と教員のみで執り行うこととなりま

した。保護者の皆様には教室にて YouTube の配信を見ていただく方や、ご自宅から配信を見てい

ただく方もいらっしゃいました。遠方の方には「自宅から入学式の様子を見られて本当にありがと

うございました」との声をいただきました。YouTube 配信による良い面を生かしつつ、よりクオリ

ティーの高い動画をお届けできるように精度を高めていきたいと思います。

今後は、できるだけ教員が関わらず、生徒が中心となって行えるようにし、生徒の自主的な活動

を促していきたいと考えています。



探究ウィーク 

 3 月 14 日～16 日にかけて、「龍谷探究 DAY」と称して 1 年間の探究活動を発表・報告する取
り組みが行われました。発表やワークショップに向けた自主的な活動を通して、校内交流の場を
設けお互いに刺激し合い、自己のあり方・他者との関わり方を捉えることを目的に実施されたも
のです。活動の中では、さまざまな場面でICTが活用されました。文献調査ではwebを活用し、
発表ではKeynoteやロイロノートというiPadのアプリを利用して資料を作成し、それぞれの生徒
がプレゼンテーションを行うことができました。1 年生にとっては最初の発表となり、次年度に
向けて進歩する大きな機会となりました。2 年生にとっては昨年度の経験や反省を生かして成長
した姿を見せる絶好の機会でもありました。 昨年度は、コロナウイルスの感染拡大が収まってい
なかったので、体育館に集めての活動をすることができず、人数を制限しての発表でしたが、今
年度はほとんど制限をすることなく実施することができました。徐々に通常の日常を取り戻す中
で、生徒は貴重な体験を積むことができたのではないでしょうか。



保護者の方に利用していただきたい龍谷の ICT コンテンツ

【Blend】 2023 年度より校務支援システム（出欠や成績管理など）と学習支援、コミュニケー

ションアプリをすべて一元化し、「BLEND」というシステムを採用することとしました。詳し

い使用方法については、3月下旬に別途ご案内いたします。

【にちにちりゅうこく】生徒の日頃の様子を伝えるブログです。本校 HP から見ることができま

す。

【メディアセンターH P】学校図書館の H P です。様々な情報検索が可能です。 

授業用の iPad についてのご質問や故障等のトラブルについては下記までご連絡ください。

生徒のCreativityを引き出すために

札幌龍谷学園高等学校 情報教育部
TEL:011-631-4386 

E-mail : jyouhou@sapporo-ryukoku.ac.jp
担当：吉本、相蘇、平岩、増田、寺下、相原、岩井

iOSの場合「App Store」、Androidの場
合「Google Play」からダウンロードが
可能です。

※各ストアーにて「BLEND」と検索す
ると表示されます。




